
No. 市村名 意見の概要

1 全般

・工事期間中の環境影響について適切に評価を行い、早期に工事及び事業が完成することによ

り、環境への影響が少なくなるよう配慮願いたい。

2 文化財

・工事個所に伊那市遺跡台帳に載る古墳群4箇所（阿原古墳群、宮ノ上古墳群、古寺上古墳群、

瀬戸古墳群）があるため調査対象となるよう配慮願いたい。

3 動物

・天竜川の動物種の調査については、 環境影響評価技術委員会等専門的な知見のもと、計画的

な実施をお願いしたい。

4 植物

・国道153号東側の太田切川堤防沿いは絶滅危惧Ⅱ類に該当する希少な植物の生息地であるた

め、調査による把握とそれに基づいた配慮をお願いしたい。

5 事業計画

・道路の線形や構造及び工事計画を立案していくにあたっては、自然環境のみではなく住民の

生活環境や農村景観にも十分配慮し、これらに対する影響が最大限回避・低減されるよう十分

に検討を行っていただきたい。

6

・環境影響評価の過程において、新たな調査予測地点や項目等が生じた場合には、選定した項

目及び手法について見直しを行い、調査及び予測を行っていただきたい。

7

・国道１５３号、県道宮田沢渡線及び県道栗林宮田停車場線並びに主要な村道については、宮

田村内外の事業所への主要な通勤ルートとなっていることから、工事期間中の影響等も含めた

予測評価を行っていただきたい。

8

・大気環境の状況等の予測評価と宮田村内の主要幹線道路における主要地点での現状値との比

較が行えるなど、住民が理解しやすい調査、予測を行っていただきたい。

9

・工事期間中の通行止や片側通行等の工事規制による渋滞等が予測されるが、その期間中に発

生する大気質や騒音、振動による影響について予測評価を行っていただきたい。

10 ・大気質、騒音、振動の調査地点に宮田村大田切地区、中越地区周辺を加えていただきたい。

11

・粉塵等の調査地点を具体的に示すとともに、宮田村大田切地区、大久保地区、中越地区を加

えていただきたい。

12

・低周波の調査地点に橋梁が予定される宮田村大田切地区、大久保地区を加えていただきた

い。

13

・太田切川を横過する橋梁の設計にあたって、洪水時において橋梁、特に下部構造物である橋

台、橋脚が洪水流下に及ぼす影響並びに橋梁下流部における取水に及ぼす影響について予測評

価を行っていただきたい。

14

・水環境の予測評価にあたっては、太田切川、小田切川、大沢川だけでなく、主要な農業用水

路についても流量変化や暗渠等による影響の予測評価を行っていただきたい。

15

・工事期間中における農業用水に対する影響について流量変化、水の濁りなどによる農業環境

への影響について予測評価を行っていただきたい。

16

・工事期間中並びに供用開始後における融雪剤散布による水環境への影響について予測評価を

行っていただきたい。

17

動物

植物

生態系

・村内河川における魚の生態や植生、或いは村内の動植物全般の生態環境の調査及び予測評価

については村内の自然保護団体（自然を呼び戻す会等）への聞き取り調査を行っていただきた

い。

18

・景観に対する調査及び予測評価にあたっては、主要な眺望点からだけではなく道路、橋梁の

存在や法面の存在等、地域（集落）などの視点場での予測評価を行っていただきたい。

19

・主要な人と自然との触れ合い活動の場の分布に「河原町せせらぎ公園」を加えていただきた

い。

20

・景観及び人と自然とのふれ合い活動の場の予測評価にあたっては、長野県景観育成計画だけ

ではなく、今後策定される宮田村景観計画に定める対象域や地域区分、景観資源を考慮した予

測評価を行っていただきたい。

21 日照阻害

・日照阻害の調査地点に、高架構造物については宮田村大田切地区、大久保地区を加え、盛土

部分については宮田村大久保地区、中越地区を加えていただきたい。
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